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KarUipopua4arikaと 『大阿弥陀経』の成立順位考
『大阿弥陀経』の 本願文 の 菩薩思想 の 観点か ら

肖 越

1． 問題 の 所在　本論 で は
， r大 阿弥陀経』 似 下 r大 剛 ） の 本願文 に見 られ る

菩 薩思想 を巡 っ て ，
KaruPtpurp4arika （以 下 〈悲華経〉） と 『大阿』の 成立 関係 を中

心 に検討す る ． 両経の 成立順位 に 関 して は ， 従来か ら 〈悲華経〉の 本願文 は
， 〈無

量寿経〉の 四十八 願の 影響 を受 けた もの で あ る とい う考 え方が ， ほ ぼ 学界の 定説

（以下 「伝統説」）とな っ て い る． しか し， 最近石上氏 は以上 の 伝統説に は問題 点が

あ る こ と を指摘 した （石 上 2012）． また 筆者 の 研 究 （肖 2011，2012ab） に よ り， 多

くの 証拠か ら 『大 阿』 に は ， 漢訳者 に よ り改訂 ， 或 い は撰述 され た 内容が多 くみ

られる こ とが分 か っ た． 従 っ て ， 改 め て こ の 問題 を検 討すべ きで ある．

2 ． 先行研究につ い て　〈悲 華経〉 と く無量 寿経〉誓願 文 との 関わ りは
， 石 上

氏 が
， 最近 ， 〈悲 華経〉 に 関す る 学位論 文 （石上 2012） をま とめ た， 氏 の 論文は ，

〈悲華経〉の 誓願 文の い くつ かの もの は 「後期無量寿経」 の 四十八 願系統の 梵本 ，

蔵訳 ， 魏訳 な どに は 一 致 せ ず ， 〈無 量寿経〉の 最 も原 初 的 な形 を反 映 して い る と

され る 『大 阿』 に
一 致 す る実例 が 何例 か （第 2， 3，20 の 三願 などの 内容）見 出 され

る こ とに注 目した． そ して ， 〈悲華経 〉の 無諍念王 の 本願が 「後期無量寿経」の

願文 を さ らに 発展 させ た形 態 との み 見 る こ とに い さ さか躊躇 を覚えた 旨を示 した．

こ の 問題 の 解 決策 と して ， 氏 は 厂「初期 無量寿経」か ら 「後期無量 寿経」 に発展

す る 過程 の ど こ か に ， 「中期 無量寿経」 とい う現存 しな い 無量 寿経 を措定 し ， そ

の 「中期無量寿経」の 阿弥 陀仏誓願文 の 内容 を発展 ， 改変 させ て 〈悲華経〉の 誓

願文が 形作 られ た の で は ない か ． そ の 「中期無量寿経」と は ， 誓願 文の 願 数にお

い て は
， 「後期無量寿経」 に ほ ぼ近づ きつ つ あ る もの の

， 「初期 無量寿経」 の 要 素

をい くつ か の 点 に お い て 色濃 く残 して い る段 階の もの で あ ろ う」
1）

とい う仮説 を

示 した （石上 2012）．

　以上
， 伝 統説 と石上説 とも， 〈無量寿経〉の 誓願 文は ， 〈悲華経〉の 誓願文 よ り

先 に存在 した もの とい う観 点が 共通 点で あ る． また ， 「〈無量 寿経 〉誓願 文は
， 『大

阿』 の 二 十四 願 か ら 『平等覚経』 似 下 ， 「平等』）の 二 十四 願 へ ， そ して 後の 四 十八
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願 に発展 して きた もの で あ る」 とい う観点が ， 以 上 の 結 論 の 前提 と され る こ と も

共 通 点 で あ る
2）
． 石上 説 に つ い て

， 筆者 は次 の 問題 点を指摘 したい ． 1）伝統説

が成 立 す る に は ，   〈悲華経〉が 基づ くもの と して 先 に想定 され た 〈無量寿経 〉

は 四十 八 願 の 願数 を持 つ こ と
，   そ の 中の 幾つ か の 願事 は， 『大 阿 』の ce　2，

3，

20 の 誓 願 に
一 致す る こ と，   〈悲華経 〉の 願文は ， 〈無量寿経〉の もの を意図的

に簡略化 した もの で あ る こ とと い う三 つ の 条件を同時 に満 た す必 要が あ る ．2）伝

統説 に は 問題 が あ る こ とに 注 目す る石 ヒ説 が　今後 の 研究 に お い て 　大 い に参考

に な る ． た だ 以 ヒの 疑 問 を解 明す るた め に氏 が提 示す る 「中期無量寿 経」 とい う

仮 説 は文献 学的 な裏付 けが な い ．3）石 上仮 説 を成立 させ よ うとす れ ば
，

少 な く

と も次 の 三 つ の 問題 を解決 しな けれ ば な らない ． ア ）想定 され た 「中期 無量 寿経 」

の 誓願文 に 『大 阿』の 誓願文 の 記が 残 っ て い る の に
， 同 じ 「初期無量寿経」に属

す る 『平等』の 誓願 文に は ， それ らの 特徴が 存在 しない とい う問題 ， イ）その 「中

期無量寿経 」の 誓願文 に残 され た 「大 阿』 の 特徴 は
， 後の 「後期無量寿経 」の 誓

願 文で なぜ 消えて しま っ た の か ， ウ ）誓願 文の 形 態 に お い て ， なぜ 〈悲華経〉の

願 文 は 〈無量 寿経〉よ り素朴 な形 態を持 っ て い るの か とい う問題 で あ る ．

3 ． 『大阿』の 特異性　『大 阿』 の 成立 をめ ぐる 研究 をす る 際に
， 次の 諸点 を看

過 して は い けな い ， 1） 「五 悪段 」 と 『大 阿』の 成立 に 深 い 関連 が ある こ と． 〈無

量寿経 〉に お け る 「五 悪段 」 は ， 三 つ の 段 階が あ る ． 「大阿』 の み に お ける 「五

悪段」は ， 本願文を含む経 典前半 と深 い 関 わ りが あ る （肖 2012a）．2）本願文 と成

就 文 とは
，

二 重対応 の 関係 を持つ ． ほ か の 諸 本 と異 な っ て ， 『大阿 』の 本願文 の

一 部 は，後の 長行 にあた る 成就文 と対応する だけで はな く， 本願 文の 直前 に あ る

法蔵菩薩説話段 129字 の 内容 に も対応 して い る ． こ の よ うな二 重対応 関係 は
， 『大

阿』 の み に 存在 す る ．3）本願 文 に は重複 す る 内容 が あ る ． 完全 な重複 と用語 の

重複 とい う二 種が あ る． 例 えば
， 第 6願 の 後半 の 「断愛欲」の 次の 17字 と次 の

第 7願 の 内容 とが 重複 して い る ． また
， 「智慧 （勇 猛 〉」 の 表現 は ， 第 7

，
18

，
22，

23 願 に重 複 して 使用 され る．4）『大阿』 にお ける誓願文 と成就文 との 対応 関係 は
，

『平 等』 に なる と見 られ な くな る こ とは ， 注意すべ きで ある ． 例 えば ， 『大阿』の

第 2 願 は
，

よ く成就文 と一 致す る が ， 『平等』 の 誓願 文で は こ れ らの 内容 が 完全

に消 えて し ま っ た． そ れ らは
， すべ て 客観的 に存在 し ， 『平等』の 願文 を は じめ

，

現存 の 梵本 に 対応 す る 内容が 存 在 し な い ． した が っ て そ れ らの 特徴 は
，

『大 阿』

の 梵本の 原初形態を反映する もの で は な く， 漢訳者 が意 図的 に改訂 した こ と を表

すもの で ある
，

と筆者 は考 えて い る 。
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4 ． 誓願文に おける菩薩思想　駄 阿蠡 の 誓願文で は
， 第 20， 2雨願 とも 9菩

薩 ・阿羅漢無数」 を説い て い る． こ れ は，上 文 に示 した 誓願 文の 重複の
一

例 で あ

る． 一 方 ， 後 の 『平等蠡 に なる と
， 『大鰯 の 「菩薩 ・阿羅漢無数」 を 「我国弟

子 無数」（第 12願）に 変 えた ． 更 に 「後期 無量 寿経」の 魏 訳 ， 唐訳 ， 梵本 ，
チ ベ ッ

ト訳 の すべ て は， 「声 蒲無数」 となる． 先学 らは， 『大嗣』が 最初期の 浄土 経典 の

様子 を示す もの で ある とい う観点に 立 っ て こ の 問題 を検討 したが ， 問題 は解明 さ

れて い ない ま まで ある． 例 えば
， 宇治谷氏 は

， 「本願思想 の 発展史上 か らい っ て
，

『大 阿』以後 の 本願 を説 く浄土経典 には ，
ひ と り 「声 聞無数」 の 願 の み をあげて

，

「菩薩無数」の 願 を欠如 して い るの は何故 で あろ うか ． 然 る に また ， 「寿経」所説

の 本願改修 と も見 られ る 〈悲華経〉の 本願文が ， 何故に 「菩薩無数」の 願を こ と

薪 し く揚 げねば ならなか っ た か」 （pp．125−26＞ と指 摘 して い る ． こ の 問題 を明 らか

に す るため
， まず ， 仮 に先学 らの 伝統 説が成立 す る こ と と考えて お く． そ して

，

そ の 伝統 説の 成立 の 必 要条件 を巡 っ て 究明す る． もし
， その 必 要条件が

， 文献的

に証 明 ， ある い は仮想 で きる な ら， 先学 らの 伝統説が 正 しい とい う可能性 が存在

す る ． 逆 に
， その 成立 の 必要条件 の 存在が仮 想で さ え説 明で きない な ら， 先学 ら

の 伝統説に 問題 があ る こ とは 間違 い ない ． 先 学 らの 伝統説が成 立 す る た め に は
，

  『大剛 の 「菩 薩 ・軻羅 漢無数」の 誓願文 は
， 漂典 か ら患実 に翻訳 され た もの

で あ る。 そ の 場合 ， 『大阿』の 梵本 に は ， 「菩薩
・阿羅漢無数」の 誓願 文 が あ っ た

こ とは 聞違 い ない ．   だ とす れ ば
，

こ れ らの 内容が 『大醗 以 後 の 諸本に 消えて

しま っ た理 由に つ い て 説 明 しなけれ ば な らない ． もし， 〈悲華経〉 の 厂菩 薩無 数」

の 誓願が ， 〈無量寿経〉の 「声聞無数」の 願か ら発展 して きた もの で あれ ば
， 侮故 ，

〈無量 寿経〉系統 自身は
，

こ の よ うに 発展 しなか っ た の か
，

とい う二 つ の 問題 を

先 に解 明 しなけれ ば な らない ． 従 っ て
， 『大 阿』 の 第 20願 に 説 い て い る 「菩 薩 ・

阿羅漢無数」の 内容 は ， 原初形 態で あ っ たか どうか が 問題 の 焦点 とな る ．

　『大 阿』の 第 2◎願 に は
，   第 2 願の 後半 に

， 「化生 」の 次 に 「菩薩 ・ 阿羅漢無数」

の 内容が あ る．   「坐禅
一

心 」の 用語 は
， 第 19願 に も使用 され て い る とい う二

種の 重複が あ る ． こ の よ うに 内容が 重複 す る の は
， 〈無量 寿経 〉諸本 の なか 『大

阿』 の みに存在す る．

　 まず ， 内容 に お い て も， 配列順 に お い て も， 第 2 願前 半の 魑 無女人」 と後半

の 「化生 」の 二 つ の 願事は ， 〈悲華経〉の 誓願文 とよ く一
致す る． 既 に筆者の 別

稿 （2014）で 論 じたが ， 駄 罰』 の 第 2願 は
， 原初形態で は な く， 漢訳者の 手 に よ

り付加 ， 改訂 され た もの で あ る． 従 っ て ， 第 2 願 の 「菩 薩 ・阿羅漢 無数」 の 内容
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は， 漢訳者が 強調 した い 内容 で あ る．

　次 に
， 誓願文の 直前の 法蔵菩薩段 の 129字に ， 「菩薩 ・阿羅漢無 数」の 内容 が

あ る． こ の 段 落 に使用 され る用 語 （智慧 ・勇猛 ・善悪
・
精進 ・

求索
・解脱 ・自然）は ，

の ちの 「五 悪段 」 に も使用 され て い る こ とか ら ，
こ の段落は ， 漢訳者 に よ っ て撰

述 され た 内容で ある と分か る．

　次に ， 第 20願 の 「坐禅
一心」の 用 語 は

， 「坐 禅」 と 「
一

心 」 とい う二 つ の 語 か

らなる複合語で ある． 『大 阿』 に お い て
， 「

一
心」 （19 回） は 「禅定」の 意味 を示す．

例 えば
， 「阿 弥陀為菩薩 時 ， 常奉 行是 二 十 四願 ． 分檀 布施 ， 不 犯道禁， 忍 辱 ， 精

進
，

一
心

，
智 慧 」 （p．302b） の 用 例 と， 「若曹於是益 作諸 善 ， 布 恩施徳 ， 能不 犯 道

禁 忌，忍 辱 ， 精進 ， 二 心， 智慧 ，

… …作善為徳」 （P．315c）の 用例 よ り， 漢訳者の

傾 向が顕著 に 表れ て い る ．菩薩行 を勧 め るの は ， 『大阿』の もう
一

つ の 特徴 と言

え よ う． 従 っ て
， 第 19，

20 願 の 「坐 禅
一

心 」 の 用 語 は ， 漢訳 者が 意図 的に 付 加

した表現 で ある ． 『大阿』 の 誓願文 に お い て
，

こ の よ うな漢訳者 が 意 図的 に 付加

す る例 は多数 ある ． 例 えば ， 往生の 条件 を説 く第 6， 7 願 の 「斎戒」， 「分檀布施 」，

「六 波羅 蜜経」， また ， 梵行 を勧 め る 第 11願 に 「無 有念婦 人 之意」 な どは， 漢訳

者 の 戒 （清浄） を強調す る傾 向が 顕著に 表れ て い る．

　更に 菩薩思想 を強調 す るの は ， 必ず し も 「菩薩i」 の 語 を通 じて 表 して い る と は

限 らず ， 『大阿』で は多様 な形 態 で 表 して い る． 例 え ば ， 誓 願文 の 直前の 法蔵 に

菩 薩行 を勧 め る比 喩 （「譬如 天 下 大海水 ，

一
人斗量之

……」（p．301a））が あり， また
，

後 に も同 じよ うな用例 （「諸天 下大海水 ，

一
入斗量之 尚 可枯尽得其底泥 ， 仏 智不如 是」

（p．309a−b））が 見 られ る． こ の 二 つ の 用 例 とも ， 漢訳者 に よ り作成 され た もの で あ

る． 以 上 は た だ
一

部 の み で あ るが ， 『大阿』 の 誓願文の 「菩薩」 思想 は
， 『大 阿』

の 原 本 に あ っ た もの で は な く， 漢訳者 の 菩薩行 を強調 する 傾向が 明確 に 表 れて い

る．

5 ． 『大 阿』 と 〈悲華経〉 漢訳時期 が 『大阿』 よ り遅 れ て い るか ら とい っ て
，

〈悲華経〉の 誓願 文の もと もとの 成立 が ， 必ず しも 『大 阿』 よ り遅 れ る とは 限 ら

ない ． まず ，
形 態か ら見て も， 〈悲 華経〉の 誓願 文の ほ うが ， 素朴 な形 態 を表 し

て い る と見 て も間違い な い ． 例 えば
， 〈悲華経〉の 誓願 文の 数 さ え ， 学者に よ っ

て 異 な っ て い る こ とか ら ， 〈悲華経〉の 誓願文 は ， か な り古 い 形態 を保 っ て い る ．

一
方 ， 〈無量 寿経〉諸 本の 誓願文の 形 態 は ， か な り整 っ て い る ． 『大 阿』の 各誓願

に ， 「第一 願」の よ うな標識が付 され て い る． 〈悲華経〉の 願文は く無量寿経〉の

願文 を簡 略化 した もの とは考 えられ ない ． こ れ だ けで も
，

顕 著 な修正 の 印 と言 え
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よ う． 次 に ， 内容か らみ る と， 〈悲華経〉の 誓願文 に重 な っ て い る 『大阿 』の 誓

願 （第 2，3，20 三 願） は ， 原本 か ら訳 された もの で あ る と証明 ， 或い は 想定す る

こ とがで きない ．特 に， 原本にあ っ た もの で あれば ， なぜ 『平等』の 誓願 文 で は

消 えて い るの か説明で きない た め
， 従 来議論 を喚 ん で い た の で あ る．

6 ． 結論　まず ， 『大阿』の 第 20願 の 「菩 薩 ・阿羅漢無数」の 内容 は
， 初期 大

乗 仏教 の 形態 を示 す もの で は な く， 『大 阿』 の 翻訳 者が 菩薩思 想 を強調す る た め

に ， もともと 「声聞無数」（SrEvaka）で あ っ た の を 「菩薩 ・阿羅漢無 数」 に書 き換

えた．即 ち ， 〈無量寿経〉系統 の 誓願文に は ， 「菩薩無数」の 内容が ， もともとは

なか っ た と言 え よ う． そ して ， 〈悲華経〉 と 〈無量 寿経〉の 誓願 に つ い て ， 石上

氏の ， 従来の 伝統説 で は両 経 の 関係 が 説明 で き ない と こ ろ が あ る とい う指摘 に
，

筆者は賛成す るが ， その 問題 を解 明す るため の 「中期無量寿経」の 氏 の 仮説 に は ，

筆者 は反 対す る． 特 に ， 本論の 第 2 節 に示 した 『大阿』の 諸 特徴 を合 わせ て 検討

すれば ， 多数の 特異性が 同時 に 『平等』の 誓願文 で は消えて しま っ た理 由に つ い

て
， 合 理 的な 説明が 全 くで きない ． その 反面 ， 『大阿』 を漢訳 した時 に ， 漢 訳者

の 手に よ りか な り変容 した証拠が多 くみ られ る． した が っ て 『大 阿』の 漢訳者は ，

部分的 に 〈悲華経 〉の 誓願文 を参考に し， 意図的 に 『大 阿』 の 誓願 文 を二 十 四 に

ま とめ た の で あ る． それに よれば ， 『大阿』 を漢訳 した 時点で
， 〈悲華経 〉の よ う

な誓願 文が既 に 存在 した こ とが 分 か る． 本論の 詳細 は
， 別稿 に 譲 りたい ．

1）石 上和敬氏が
， 未出版の 学位 論文の 閲覧を筆者 に ご許可下 さっ た こ と に感謝 したい ．

2 ）例 えば，石 上氏 の 「〈無量寿経〉の 最 も原初 的 な形 を反 映 して い る とされ る 『大阿』」

　とい う表現に もその 意味が明確 に含 まれて い る．
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